
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームでんぱぁく

目標達成計画 作成日：　平成２２年４月２２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 23

チームケアの質の向上
24時間体制の交代勤務、また職員の異動等により、
ケアの質が低下しないよう、介護計画の周知徹底、
モニタリング情報の共有など、チームケアの充実を
図る。

介護計画の周知徹底とモニタリング情報の共有 ①チームケアの重要性をスタッフ間で再確認
②定期、随時カンファレンスの充実
③日常の記録（日誌、申し送り、個別記録）の充実を
図る ６ヶ月

2 33

重度化、終末期に向けたケアの指針
ホーム開設後5年が経過し、長期にわたる利用者の
重度化も顕著となっている。重度化及び終末期に向
けたケアについて、ホームでの指針の立案及び家族
との共有を図る。

重度化、終末期に向けたケアの指針の立案 ①ご家族の意向調査の実施
②各種関係機関との連携の確認と強化
③重度化、終末期についての指針（案）の作成

６ヶ月

3 35

防災訓練の充実
年2回の避難訓練の現状から、より充実した防災意
識を持つため、内容及び開催数の充実を図る。
地域住民、各関係機関の協力を要請し、有事に対応
できる体制を作る。

防災訓練の充実。 ①今年度は年4回の避難訓練の実施を目指す。
②運営推進会議にて、防災についての意見交換を
はかり地域との連携を充実させる。

６ヶ月

4 10

家族会もしくは家族との連携
個々の家族との連携はとれているが、家族会やホー
ムと家族との連携の機会が少なく、今のところ運営
推進会議がその機会となっている。家族アンケート
や懇談など、家族とホームとの連携の機会を増やし
ていきたい。

家族とホームとの連携の強化。 ①家族アンケートの実施。
②運営推進会議への積極的な参加の促し
③家族会のあり方の検討

６ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


